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背景：高周波カテーテルアブレーション  (radiofrequency catheter ablation: RFCA) は心室性頻拍 
(ventricular tachyarrhythmias: VT) に対する標準的な治療であるが、不十分な焼灼深度、治療後の再発と関
連する炎症の遷延、心内膜に対する熱損傷に起因する血栓塞栓症といった問題点が存在する。衝撃波は熱を発
生することなく深部に照射することが可能であり、我々の研究室では高周波アブレーションの問題点を克服す
るため衝撃波アブレーション (shock wave catheter ablation: SWCA) システムの開発を行っている。本研究
で我々は、VT治療への臨床応用を目的に SWCAの有効性と安全性を検討した。 
 
方法と結果：合計 33匹のブタを用いて、以下の 4つのプロトコールに従い SWCA の検討を行った。 (1) 心
外膜基質モデル (8 頭) ：胸骨正中切開下に右室心外膜表面に心外膜ペースメーカーリードを縫着し心外膜基
質に見立てた。心内膜 SWCA は有意にセンシング閾値を低下させ (照射前 11.4±3.8 vs 照射後 6.8±3.6mV, 
P<0.05) 、ペーシング閾値を増加させた (照射前 1.6±0.8 vs 照射後 2.0±1.1V, P<0.05) 。一方心内膜 RFCA
は両閾値を有意に変化させることはなかった。 (2) 心筋梗塞モデル (3 頭) ：梗塞境界領域に対する心外膜
SWCA は正常心筋と同様に有効だった。 (3) 冠動脈照射モデル (10 頭) ：冠動脈に対し心外膜側から直接
SWCA を行っても、急性期、慢性期ともに合併症は生じなかった。 (4) 至適プロトコール探索モデル (8頭) ：
最適な照射回数を検討するため照射回数を変えて心外膜 SWCAを行ったところ、1ヶ所に付き 90発の照射を
行うと照射深度を保ちつつ表層傷害が少ないことが示された。 
 
結論：これらの結果から、深部に不整脈基質を持つ VT の治療に対し、SWCA が有効で安全であることが
示唆される。 
